
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（木）先手あいさつ運動 

     読み聞かせ   

３日（土）憲法記念日 
４日（日）みどりの日 

５日（月）こどもの日 

６日（火）振替休日  

７日（水）学校運営協議会        

 8日（木）朝会               

１４日（水）内科検診 

１５日（木）尿検査一次 

１９日（月）運動会特別時間割開始 

２４日（土）ＰＴＡ環境整備 

２６日（月）運動会合同練習 

２８日（水）運動会総練習  

３１日（土）上美生小中合同運動会 

学校教育目標 

○よく学びよく考える子ども（知）⇒自主・創造   ○なかよくし助け合う子ども（徳）⇒友愛・協力 

○進んで取り組みやりぬく子ども（体）⇒主体・根気 ○いつも明るく元気な子ども（情）⇒明朗・快活 

に いまだに朝晩などは寒暖の差が感じられますが、今月中旬頃から一気に季

節が進み、例年にない早さでグラウンドの雪がなくなりました。このまま桜の開

花を迎え、着実に春の深まりを感じる季節です。令和６年４月９日（火）、本校

では３名の新１年生と１名の山村留学生を迎え入れ、２７名の児童、１０名の教

職員で令和６年度の教育活動がスタートしました。それぞれのお子様のご入学・

ご進級、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

 今年度新たに２名の教職員を迎えた着任式、そして２～６年生の始業式は、新

たな希望や決意、新しい生活が始まる緊張感など、新年度を迎えて新鮮な気持ち

を胸にした児童の表情から、大いなる意欲が感じられました。また、入学式での

新１年生は、背筋を伸ばして一生懸命話を聞こうとするなど、それぞれ立派な態

度で参加しようとがんばっていました。一人ひとりの胸の内には、「小学校で（今

年度）は、こんなことをしてみたい」などの思いがいっぱいに膨らんでいたこと

と思います。ご家庭でも、お子様の気持ちを十分に受け止めていただくととも

に、自信をもたせる声かけをしていただき、温かい支援のご協力をお願いいたし

ます。 

 始業してからこれまでの間、各学年において、丁寧に時間をかけながらそれぞ

れの学年や学級に見合った「システムづくり」「ルールづくり」「目標づくり」な

どがおこなわれてきています。今後さらに学校生活が進む中で、課題を解決した

り、よりよくするためにどうしたらよいかを自ら考えたり、協力したりしながら

成長・前進していきます。 

 今年度、スタートから感染症等の心配をそれほどしないですんでいるのは、ひ

とえにご家庭の皆様のご協力に他なりません。コロナ渦だからこそ合理化して

成果を挙げたことを生かしつつ、徐々に従来の形に戻したり、新しく創造したり

する「上美生の新たなスタンダード」を創り上げる大事な一年になると見込んで

います。その一端を先日の参観日の折に見ていただきました。いろいろとお忙し
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 ４月２２日（火）にグラウン

ドの転圧作業も終わり、運動会

に向けて練習が開始します。児

童生徒みんなで創り上げてい

き、本番で活躍する姿を楽しみ

にしていただきたいと思いま

す。入場制限はありませんので

多くの方の声援をお願いいた

します。また、運動会後の懇親

会もあります。親和部の皆様よ

ろしくお願いします。 

運動会に向けて 

芽室町立上美生小学校 
校 長  三寺 康裕 小学校ＨＰのＱＲコードです 

授業参観日の様子から 

  

 

 

・参観日には、朝早くにもかかわ

らず、ご来校いただきまして誠に

ありがとうございました。参観後

の一年生を迎える会では、児童会

主催のゲームに1年生児童も在校

生とともに楽しく取り組んでいる

姿が見られたことと思います。楽

しく学校生活を過ごすというのが

一番大事なことです。 

・配布した“おしえて上美小中！”

ご家庭でも参考にしてください。 

1年生を迎える会 

 先日の入学式や全校参観日など、春らしいとても穏やかな天候の中で令和７年度の教育活動がスタート
でき、大変嬉しく思っています。桜の便りもすぐ近くまで来ていますので、上美生で咲き誇る大好きな光

景を見ることができる日を、今か今かと待ち望んでいるところです。本校では、７人の新１年生と３人の

教職員を迎え入れ、３１人の児童、１２人の教職員で令和７年度の教育活動がスタートしました。それぞ

れのお子様のご入学・ご進級、誠におめでとうございます。心よりお祝いを申し上げます。 
 始業式や入学式では、新たな希望や決意、新しい生活が始まる緊張感など、新年度を迎えて新鮮な気持

ちを胸にした児童の表情から、大いなる意欲が感じられました。一人一人の胸の内には、「小学校で（今年

度）は、こんなことをしてみたい」などの思いがいっぱいに膨らんでいたことと思います。ご家庭でも、

お子様の気持ちを受け止めていただくとともに、自信を深める声かけをしていただき、ともに成長を喜び

合っていきたいものです。 

 さて、４月から芽室町役場では、職員の名札は名字のみの標記となったようです。カスタマーハラスメ

ントなどに対応するためと聞いていますが、この件、学校には当てはまらないと考えています。なぜなら、

保護者や地域の皆様は「子育てのパートナー」だと考えているからです。教育や教員は、子どもたちや保

護者の皆様方に対するサービス業とは違うので、学校で必要と判断することは、それぞれに指導します。

例えば、運動が苦手だから運動会に参加したくないと思っているお子様がいたとしても、運動会の取組の

中で責任感や連帯感、達成感などを体験することは、この先の人生を生きていく力を高める大切な学びの

場面と捉えているので、「やってよかった」と思ってもらえるよう最大限の工夫と努力をして参加を促し、

適切に評価し、自己有用感を高められるように成長を後押しします。いくら面倒くさくても、漢字の練習

がなくなることもありません。知識や技術などの様々な資質や能力を鍛えることも必要だと考えるからで

す。同様に、保護者の皆様方にも子どもたちの成長に必要だと思われることは、面倒なことでもお願いを

します。マイナスだと思われる行動に対しては、助言をすることもあるかもしれません。子育てには大変

なこともたくさんあることは重々承知しているつもりですが、上回る楽しみもたくさんあるはずです。楽

しいことは続けられます。次へのエネルギーとなります。 
子どもたちの幸せが、保護者や地域の皆様方、教職員など、かかわる全ての皆様の幸せとなるよう、「プ

ラスの息の教育」「ほめちぎる子育て」を通し、上美生の子どもたちに一番いい教育活動を提供することが

できるよう、今年も突き詰めていきます。ご家族の、上美生の、芽室町の、十勝の、北海道の、日本の、

世界全体の宝である子どもたちが、将来にわたって社会を担っていくための基礎を身につけさせて送り出

すという責任をともに果たすため、どうぞ「今しかできない」「上美生じゃなきゃダメな」子育てを楽しん

でいただくよう、今年もよろしくお願いいたします。 

 

「令和７年度の教育活動がスタート
しました」 


